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1. MnCl2･FeCl3-G･Ⅰ･C･.の磁性

2.六方晶ABX3型癌晶の磁気測定とESR

3. Hoppingmodelの電気伝導率

4･ Rb2ZnC14系強誘電体の整今 ･不整合相転移の動的過程

5. 量子スピン系基底状陸の数値的研究

6.-次元電子系のCDW とLSDW

7. 磁性体における磁場中複屈折 と磁気的対称性の破れに伴 う複屈折の研究

1. MnC12,FeCl3-G･Ⅰ･C･の磁性
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本研究では,MnCl2及び FeCl3のグラファイ ト層間化合物 (G･IoC･)の トルク, 静磁化

率及びESRの測定結果を報告する｡これらG.Ⅰ･C.は,理想的二次元磁性体を形成すると考

えられ,その磁性から,二次元スピン系の振舞いを調べることを,研究の目的としている｡

第二ステージMnC12-GICでtま, 1.5K以上で磁気相転移は観測されなかった｡ 静磁化率

は50K付近に異常を示すが,これは,既に報告されている比熱の異常に対応し,結晶構造の

変化を反映 しているものと思われる｡第-ステージFeCl3-GICでは, トルク静磁化率の測

定から,二つの磁気相転移が, 2.OKと3.9Kとに観測された｡これまで,2つの転移の報告

は,第二ステージで,逐次転移の例があり,今回の2つの転移は,この逐次転移に関連 したも

のと考えられる｡
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